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指定管理者の管理運営に対する評価シート 

 

所管課 教育委員会中央図書館運営企画課 

評価対象期間 令和4年4月1日～令和8年3月31日 

１ 指定概要 
 

施設概要 

名  称 
北九州市立小倉南図書館 

（曽根分館含む） 

施設類型 目的・機能 

Ⅰ ― ⑤ 

所 在 地 北九州市小倉南区若園四丁１番６０号他 

設置目的 

『図書、記録その他必要な資料を収集し、整理し、保存して、一

般公衆の利用に供し、その教養、調査研究、レクリエーション等

に資することを目的とする』図書館法第２条 

利用料金制 

非利用料金制 ・ 一部利用料金制 ・ 完全利用料金制 

インセンティブ制 有・無 ペナルティ制  有・無 

指定管理者 

名  称 日本施設協会・図書館流通センター共同事業体 

所 在 地 北九州市小倉北区日明五丁目４番９号 

指定管理業務の内容 

１ 教育委員会が定める業務 

（１）管理運営に関する業務 

  マネジメント業務（館運営の総合管理及び最高責任業務、従事

者統括管理）、庶務関係業務（関係機関・団体との連絡調整・連

携、広報管理等）、人事関係業務（給与・報酬支払い、職員研

修）、施設管理業務（業務委託契約、施設管理等）、窓口業務（受

付、案内、登録、貸出、返却、レファレンス等）、蔵書管理（配

架、書架整理、蔵書点検、図書修繕装備、利用統計等）、分館運

営（庶務、経理、連絡調整等） 

（２）読書奨励等に関する業務 

  読書会、講演会、読み聞かせ会、職場体験学習・図書館実習

受入れ、展示、ブックリサイクル等 

（３）その他業務 

  複写サービス、ボランティア活動支援、指定期間終了時の事

務引継ぎほか 

多段階評価 

様式１ 
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 ２ 提案事業 

  医療健康情報支援事業、ビジネス支援事業、読書感想文書き

方講座、外国語で読み聞かせ、映画上映、地域や関係団体との

連携、郷土・歴史等にまつわる講座、パスファインダー整備他 

指定期間 令和４年４月１日～令和９年３月３１日 

２ 評価結果 
 

評価項目及び評価のポイント 配点 
評価 

レベル 
得点 

１ 施設の設置目的の達成（有効性の向上）に関する取組み ５０  ３６ 

 （１）施設の設置目的の達成 

３５ ３ ２１ 

  ① 計画に則って施設の管理運営（指定管理業務）が適切に行

われたか。また、施設を最大限活用して、施設の設置目的に

沿った成果を得られているか（目標を達成できたか）。 
  ② 利用促進を目的としている施設の場合、施設の利用者の増

加や利便性を高めるための取り組みがなされ、その効果があ

ったか。 
  ③ 複数の施設を一括して管理する場合、施設間の有機的な連

携が図られ、その効果が得られているか。 
  ④ 施設の設置目的に応じた効果的な営業・広報活動がなされ、

その効果があったか。 
 ［評価の理由、要因・原因分析］ 
①目標値の達成 
貸出者数の達成率                        （単位：人） 

貸出者数 
[参考]Ｒ３年度

(更新前) 
R4 年度 R5 年度 R6 年度 R7 年度 

要求水準 150,000 170,000 170,000 170,000 170,000 
目標値 163,000 170,000 171,000 172,000 173,000 
実績 156,515 173,341 171,444 167,113 164,022 

達成率 96.0％ 102.0％ 100.3％ 97.2％ 94.8％ 
一日平均 605 602 597 580 566 

※   ・・・評価対象年度(以下、同じ) 

貸出冊数の達成率                        （単位：冊） 

貸出冊数 
[参考]Ｒ３年度(更

新前) 
R4 年度 R5 年度 R6 年度 R7 年度 

要求水準 640,000 780,000 780,000 780,000 780,000 
目標値 697,000 780,000 783,000 786,000 789,000 
実績 734,254 764,660 742,387 711,245 682,497 

達成率 105.3％ 98.0％ 94.8％ 90.5％ 86.5％ 
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一日平均 2,873 2,655 2,587 2,470 2,353 
読み聞かせ・お話し会開催回数の達成率          (単位：回) 

 [参考]Ｒ３年度

(更新前) 
R4 年度 R5 年度 R6 年度 R7 年度 

要 求 水 準 ― 100 100 100 100 

目 標 値 ― 100 102 104 106 

実   績 ― 111 105 118 147 

達 成 率 ― 111.0％ 102.9％ 113.5％ 138.7% 

新規登録者数の比較                       （単位：人） 

新規 

登録者数 

[参考]Ｒ３年度

(更新前) 
R4 年度 R5 年度 R6 年度 R7 年度 

実績 2,665 2,733 3,445 2,795 2,558 

   目標値に対する達成率について、貸出者数については、指定管理業務を開始した

令和４年度及び令和５年度は目標値を上回ったものの、数値は年々漸減し、令和６

年度以降は目標値に達しなかった。また、貸出冊数は、令和４年度の指定管理業務

開始以降、漸減しており指定期間を通じて目標値に達しなかった。 

   コロナ禍でおきた生活様式の変化（外出控え、SNSの普及等）が、その後の貸出者

数及び貸出冊数に影響している可能性は否定できない。 

 一方、読み聞かせ会・お話し会の開催回数は目標値に対する達成率が１３８．

７％と大きく上回っており、読書活動推進の積極的な取組みとして評価できる。 

 
② 利用者の増加等の取組等 
各年度の行事                      （開催回数、参加人数） 

各種行事 

講座等 

【参考】 

R3 年度(更新前) 
R4 年度 R5 年度 R6 年度 R7 年度 計 

講演会 
2 回 

51 人 

5 回 

118 人 

3 回 

75 人 
5 回 
84 人 

2 回 
53 人 

15 回 
330 人 

講座 
4 回 

75 人 

2 回 

50 人 
8 回 

220 人 

25 回 

578 人 
72 回 

1,355 人 
107 回 

2,203 人 

読書会 
9 回 

54 人 

12 回 

91 人 
12 回 

83 人 
12 回 
95 人 

23 回 
124 人 

59 回 
393 人 

読み聞かせ・ 

おはなし会 

51 回 

711 人 

111 回 

1,084 人 
105 回 

1,140 人 
118 回 

1,258 人 
148 人 

1,538 人 
482 回 

5,020 人 

映画会 
0 回 

0 人 

14 回 

192 人 
26 回 

323 人 
26 回 
225 人 

26 回 
213 人 

92 回 
953 人 

図書リサイクル 
23 回 

870 人 

28 回 

1,561 人 

25 回 

1,122 人 

18 回 

950 人 
18 回 

960 人 
89 回 

4,593 人 

その他行事 
1 回 

102 人 

8 回 

141 人 
16 回 

143 人 
23 回 
456 人 

4 回 
435 人 

51 回 
1,175 人 
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計 
90 回 

1,863 人 

180 回 

3,237 人 

195 回 

3,106 人 
227 回 

3,646 人 
293 回 

4,678 人 
895 回 

14,667 人 

 

   読書奨励等に関する業務では、本市の「これからの図書館のあり方」や「北九州

市図書館基本計画」、「北九州子ども読書プラン」の施策や考え方を念頭において、

読書会や講演会、読み聞かせ会等や展示、ブックリサイクル等を行った。 

   令和４年度から５年度にかけて、新型コロナウィルス感染症対策が緩和される中、

引き続き適切な感染症対策を行いながら、図書館行事を再開した。 

提案事業である地域や関連団体との連携事業や映画上映会、郷土史講座、外国語

での読み聞かせ等を企画するとともに、学校や地域の祭りなどに司書を派遣する等

図書館外での活動にも力を入れることで、情報発信を行い、地域交流を通じて図書

館利用の促進を図った。 

また、e スポーツ体験会を初めて実施し、図書館が世代を超えた交流を生む契機

となったほか、日本図書館協会から令和８年度実施予定の e スポーツイベントのス

タートアップメンバーに選出されている。 

   これらの結果、小倉南図書館及び曽根分館における行事・講座への参加者は令和

４年度から令和７年度までの４年間で３，２３７人から４，６７８人に増加し、４

年間の参加延べ人数は１４，６６７人であった。 

 

④効果的な広報活動 

 市の文化施設、ボランティア団体、商工会議所等、多様な団体と連携し、特色あ

る読書奨励等行事を実施した。 

広報活動では、小倉南図書館で広報誌（一般室）「わかたけ」（毎月約500部）、

（児童室）「たけのこ」（毎月約900部）、曽根分館で「そねっと新聞」（毎月約400

部）をそれぞれ発行し、小倉南区役所や区内の各幼稚園、小学校、特別支援学校、

親子ふれあいルーム、市民センター、ＪＲ城野駅等で配布することによって、図書

館の情報提供を行っている。 

また、ホームページや市政だより、新聞、フリーペーパーによる情報発信も実施

している。 

 （２）利用者の満足度 

１５ ５ １５ 

  ① 利用者アンケート等の結果、施設利用者の満足が得られて

いると言えるか。 
  ② 利用者の意見を把握し、それらを反映させる取組みがなさ

れたか。 
  ③ 利用者からの苦情に対する対応が十分に行われたか。 
  ④ 利用者への情報提供が十分になされたか。 
  ⑤ その他サービスの質を維持・向上するための具体的な取組

みがなされ、その効果があったか。 
 ［評価の理由、要員・原因分析］ 

① 利用者の満足度 
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令和４年度から令和７年度に実施した利用者アンケートによれば、各サービス項目

について満足であると回答した人の割合が概ね９０％（無回答除く）を超える高い水

準であり、全般的に質の高いサービスを提供していると言える。 

指定管理を開始した令和４年度以降は、「対応の親切さ」「明確な説明」の項目にお

いて、更新前の令和３年度を上回るとともに非常に高い水準となっており、これは図

書館の職員を館内研修、県立図書館等への館外研修へ積極的に参加させ、幅広い専門

的知識の習得に取り組み、レファレンス（図書、雑誌、新聞など図書館で蓄積してき

た資料を使って、利用者の「知りたい」を手助けするサービス）能力等の向上に努め

た成果が表れているものと思われる。 

利用者アンケートの集計結果 

 
[参考]Ｒ３年度

(更新前) 
R4 年度 R5 年度 R6 年度 R7 年度 平均値 

対応の親切さ 95.3％ 98.9％ 99.0％ 99.7％ 97.9％ 98.9％ 
明確な説明 91.7％ 97.7％ 98.6％ 99.6％ 98.3％ 98.6％ 

図書の並べ方 95.3％ 92.9％ 95.6％ 94.3％ 91.9％ 93.7％ 
回答数 300 300 300 300 300  

  

② 利用者からの意見の把握・取り組み状況 

  利用者アンケートに加え、館内に意見投書箱を設置し、館内全職員が共有確認する 

ことで利用者からの苦情・要望・意見に迅速に対応するとともに、業務に生かす体制 

をとっており、市民が少しでも利用しやすく、心安らぐ図書館作りに取り組んでいる 

姿勢は評価できる。 

 

③ 個別の苦情・要望処理について 

利用者からの苦情・要望等については、その都度適切に対応しており、さらに、そ

の情報を館内全職員で共有し改善に努めている。また中央図書館への報告も適切に行

っており、利用者の意見に真摯に向き合った姿勢は大いに評価できる。 

 

④ 利用者への情報提供 

  利用者が調べたいものを探すときのガイドブックとなるパスファインダー（小倉南

図書館調べ方ガイド）の作成・配布を行い情報提供の充実に努めた。 

 

⑤ サービス維持・向上の取組、効果 

図書館に親しんでもらい、読書に対する関心を高めてもらうために、各種行事や講

座を開催して図書館のＰＲを図った。 

併せて講座の開催後には参加者アンケートを行い、次回開催のテーマなどの企画の

参考とした。 

また、館内ミーティングを毎月開催することにより、図書館の利用状況（貸出者数・

貸出冊数）やトラブル・問題を確認するとともに、図書館業務の進捗状況を報告し合

うなど、職員全員で情報の共有に努め、図書館サービスの向上に繋げている。 
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２ 効率性の向上等に関する取組み ３０  １８ 

 （１）経費の低減等 

３０ ３ １８ 

  ① 施設の管理運営（指定管理業務）に関し、経費を効率的に

低減するための十分な取り組みがなされ、その効果があった

か。 
  ② 清掃、警備、設備の保守点検などの業務について指定管理

者から再委託が行われた場合、それらが適切な水準で行われ、

経費が最小限となるよう工夫がなされたか。 
  ③ 経費の効果的・効率的な執行がなされたか。 
 ［評価の理由、要因・原因分析］ 

 

【光熱水費】                     （単位千円） 

光熱水費 
[参考]Ｒ３年度

(更新前) 
R4 年度 R5 年度 R6 年度 R7 年度 

予算 6,072 6,072 6,072 6,072 6,072 
決算 4,468 5,574 4,744 6,050 5,824 

 

【再委託料】                     （単位千円） 

再委託料 
[参考]Ｒ３年度

(更新前) 
R4 年度 R5 年度 R6 年度 R7 年度 

予算 12,037 11,728 11,728 11,728 11,728 
決算 12,037 11,728 11,728 11,728 11,728 

 

【指定管理料】                    （単位千円） 

指定管理料 
[参考]Ｒ３年度

(更新前) 
R4 年度 R5 年度 R6 年度 R7 年度 

予算 81,481 81,481 81,481 81,481 81,481 
決算 81,481 81,481 81,481 81,481 81,481 

① 光熱水費の節約の取り組みについては、日常的に「館内の照明・空調は、開館して

から点ける」、「日中の不要な電灯は消灯する」、「電子機器の電源は、使わないときは

切る」などの対策を継続的に行っている。 

また使用時間を可能な限り短縮させるため、始業・終業時間の厳格な運用を行った

が、近年の温暖化や物価高騰を反映して、令和４年度と比較して漸増している。 

 

② 再委託料の低減については、施設や設備管理に実績のある自社のノウハウを生かす

とともに、「発注の際は必ず複数の業者から見積りを取る」、「用紙等の消耗品について

は、一括購入することで経費を抑える」、「委託先と年度ごとの単価引き下げ交渉を行
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う」、「職員でできる業務は委託先等の発注項目から削除する」などの取り組みを通じ

で経費の低減を図っている。 

 

③ 指定管理料については、光熱水費の節約や再委託料の適正な支出に取り組みつつ、

図書館の設置目的に必要な支出と併せ、限られた予算をバランス良く執行できている。 
 

 （２）収入の増加 
― ― ―   ① 収入を増加するための具体的な取り組みがなされ、その効

果があったか。 
 ［評価の理由、要因・原因分析］ 
 － 

３ 公の施設に相応しい適正な管理運営に関する取組み ２０  １６ 

 （１）施設の管理運営（指定管理業務）の実施状況 

１０ ４ ８ 

  ① 施設の管理運営（指定管理業務）にあたる人員の配置が合

理的であったか。 
  ② 職員の資質・能力向上を図る取り組みがなされたか（管理

コストの水準、研修内容など）。 
  ③ 地域や関係団体等との連携や協働が図られたか。 
 ［評価の理由、要因・原因分析］ 
 

①  人員配置 

 職員２１人中１６人と７６％が司書資格を有しており、募集時の要求水準（７５％）

を上回っている。このため職員配置の際に合理的な配置が可能となっている。 

 

② 職員の資質・能力向上を図る取組み 

サービスの質を維持・向上していくために、中央図書館や福岡県立図書館で開催さ

れる研修に司書職員を積極的に参加させ、研修で培ったノウハウを職員全員で共有し、

全体意識の向上に努めた。 

 

③ 地域や関係団体等との連携等 

地域や関係団体との連携としては、北九州市立大学や地元自治会等で組織された実

行委員会主催による「若園タウンパレード」（全国に先駆けた本市発の共生モデル事業：

わかぞのインクルーシブコミュニティ構想の一環）に協力し、地域の障害者団体によ

るアート作品展示を行った。 

また、行政とは、小倉南区役所と協同して実施したこども祭りへの出店、健康サロン

実施、防災イベント協定締結のほか、認知症関係のイベントや福祉関係講座等を開設

した。 

 学校教育や地域振興に役立つ取り組みとしては、近接の小倉南特別支援学校の教育

プログラム「デュアルシステム（職業教育）」に協力し、職場体験の場として図書館で

受け入れを行ったほか、高校生のインターンシップ及び大学司書課程の学生の実務体
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験の場として、令和４年度から令和７年度までの４年間で１３７人の実習受入れを行

った。 

 また、地元の小・中学校等の施設見学では、コロナ禍以降感染防止対策を施しなが

ら、令和４年度から令和７年度までの４年間で３，０１７人の受け入れを行った。 

 

【施設見学・職場体験等受入】                 （単位：人） 

 
[参考]Ｒ３年度

(更新前) 
R4 年度 R5 年度 R6 年度 R7 年度 計 

施設見学 186 667 572 815 963 3,017 
職場体験 10 35 29 36 37 137 

 

 （２）平等利用、安全対策、危機管理体制など 

１０ ４ ８ 

  ① 施設の利用者の個人情報を保護するための対策が適切に実

施されているか。 
  ② 利用者を限定しない施設の場合、利用者が平等に利用でき

るよう配慮されていたか。 
  ③ 利用者が限定される施設の場合、利用者の選定が公平で適

切に行われていたか。 
  ④ 施設の管理運営（指定管理業務）に係る収支の内容に不適

切な点はないか。 
  ⑤ 日常の事故防止などの安全対策が適切に実施されていた

か。 
  ⑥ 防犯、防災対策などの危機管理体制が適切であったか。 
  ⑦ 事故発生時や非常災害時の対応などが適切であったか。 
 ［評価の理由、要因・原因分析］ 

 
① 個人情報の保護 

シュレッダーを設置し、紙媒体の機密情報（利用者の貸出・延滞情報等）を適正に

破棄し、電子媒体の情報については、業務システムからのデータ持ち出しや、画面の

個人情報を利用者へ見せない等、情報漏洩しないよう取扱いが徹底している。 

また、個人情報保護に関して、指定管理者は、Ｐマーク（プライバシーマーク）を

取得し2年毎に更新している。 

このようにＰマークの取得によって、会社の信用を高め、全職員が高い個人情報保

護意識を持つための絶え間ない努力は評価できるものである。 

また、幹部職員に向けては、コンプライアンス研修を継続的に実施し、さらに、ス

タッフ全員に個人情報研修とテストを実施しており、個人情報保護に対する意識は館

全体で共有されていることは評価できる。 

 

② 利用者の平等利用 

各館で作成している広報誌を市民センターや小学校、特別支援学校、親子ふれあい

ルームに配布するとともに、各行事のチラシも区役所、市民センター等の近隣施設に
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配布することによって広報活動を実施し、多くの利用者が平等に図書館を利用できる

よう配慮している。 

 

④ 収支の内容 

経理等事務処理及び施設維持に係るモニタリング実施結果から、経理事務及び施設

管理運営とも適正に行われている。 

 

⑤ 安全対策 

責任者が毎日実施している館内、館外の巡回の際に、危険と思われる箇所や改善す

べき点について日常から留意し、必要に応じて自主的な対応を行ったほか、中央図書

館への報告を行った。 

また、図書館職員の連絡網を作成し、災害等に対する職員の意識を高め、緊急時に

対応出来るようにし、常日頃から職員への周知を徹底している。 

 

⑥ ⑦ 防犯対応・非常時対策等 

日頃から、職員間のコミュニケーションを密にするとともに、避難訓練や暴追研修

などを実施しており、危機管理意識は非常に高い。 

年1回館内整理日に防災訓練を実施しているが、消防署に依頼し、消火器訓練や、

ＡＥＤ使用方法の研修を行った。 

また、令和８年２月１９日に発生した福岡市総合図書館で発生した傷害事件の後、

同年３月１４日に小倉南警察署の応援を受け不審者対処訓練を行っており、不測の事

態における対応を確認する迅速な姿勢は評価できる。 

 
【総合評価】 

合計得点 ７０ 評価ランク Ｂ 

［評価の理由］ 

１ 施設の設置目的の達成（有効性の向上）に関する取組み 

  令和４年度・５年度の貸出者数は目標値を達成したものの、指定期間を通じて漸減し

ており、令和６年度・７年度の貸出者数及び令和４年度以降の貸出冊数は目標値に達す

ることはできなかった。これは、コロナ禍以降の生活様式の変化にも一因があると考え

られる。しかしながら、読み聞かせ会・おはなし会の開催回数は、指定期間を通じて目

標値を達成しているうえ、年々増加しており、令和７年度は目標値を大幅に上回る結果

となったことから、設置目標に対する取り組みは評価できる。 

また、講演会・映写会・ブックリサイクル等多彩な行事を開催しており、中でも、外

国語による読み聞かせの回数を増やしたり、地域の行事や学校等に出向いておはなし会

や講座を行うなど館外の行事にも力を入れている点や、全国的にも珍しいeスポーツ体

験会を開催し新たな交流が生まれる場を提供するなど、創意工夫を凝らして、図書館サ

ービスの提供に努めたことは評価できる。 

さらに、利用者アンケートにおいては全ての項目で90％を超える回答者から「満足で

ある」との評価を得ていることから、利用者ニーズに即した質の高いサービスが提供で
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きているものと評価できる。 

 

２ 効率性の向上等に関する取組み 

指定管理開始から５年間、原材料価格の高騰、人件費の上昇、人手不足など社会状況

の変化があったにも関わらず、企業努力による経費節減に努めたことついては評価でき

る。 
 

３ 公の施設に相応しい適正な管理運営に関する取組み 

職員の資質・能力向上を図る取り組みについて、中央図書館や福岡県立図書館主催の

研修会への参加やオンラインによる研修手法を積極的に取り入れている点を評価した。 
地域との関係団体等との連携では、地元開催の「若園タウンパレード」への協力参加

や出張おはなし会の開催、小倉南特別支援学校の教育プログラム「デュアルシステム」

による職場体験受け入れなど、積極的に地域や学校等に出向いたことに加え、施設見学

や職場体験を積極的に受け入れたことは、評価できる。 
個人情報の保護については、全国的に情報漏洩が問題となる中、会社としてプライバ

シーマークの取得を行っており、これに基づく研修も実施された。個人情報は、一旦、

外部に流出すれば、取り返しがつかないばかりか、業務を委託する市の信用も大いに失

墜するため、適切な取組として評価した。 
危機管理全般については、消防・防犯訓練を消防署・警察署の協力のもと実施した。

特に令和８年２月に福岡市の図書館でおきた傷害事件後に実施した令和８年３月防犯訓

練は、時宜を得た訓練であり優れた対応として評価した。 

  

 
［北九州市指定管理の評価に関する検討会議における意見］ 

適正に評価されている。 
今後も、市と指定管理者と協働で、市民サービスのより良い向上に向けて連携していた

だきたい。 
 

 

 

 

 

【評価レベル】 

評価 

レベル 
乗 率  評価レベルの考え方 

５ １００％ 良 い 要求水準を大幅に上回り、特に優れた管理運営がなされている 

４ ８０％  要求水準を上回り、優れた管理運営がなされている 

３ ６０％ 普 通 要求水準を満たしており、適正に管理運営がなされている 

２ ４０％  要求水準を下回る管理運営がなされている 

１ ２０％  要求水準を大幅に下回る管理運営がなされている 
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０ ０％ 適切でない 不適切な管理運営がなされている 

 

【総合評価】 

Ａ：総合評価の結果、優れていると認められる 

 （合計得点が８０点以上） 

Ｂ：総合評価の結果、やや優れていると認められる 

 （合計得点が７０点以上８０点未満） 

Ｃ：総合評価の結果、適正であると認められる 

 （合計得点が６０点以上７０点未満） 

Ｄ：総合評価の結果、努力が必要であると認められる 

 （合計得点が５０点以上６０点未満） 

    Ｅ：総合評価の結果、かなりの努力が必要であると認められる 

      （合計得点が５０点未満） 


